
県内の全産業における死傷者数は、昭和35年(1960年)の3,856人をピークに減少傾向が続いていますが、近年は
増減を繰り返しており、令和５年(2023年)は、過去10年間で最多の911人となりました(新型コロナを除く)。
また、介護施設を含む社会福祉施設の死傷者数は増加傾向にあり、近年は70～80人で推移しています(新型コロナ
を除く)。
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全産業
社会福祉施設

事故の型別

山梨県における死傷者数の推移（休業４日以上）（人）

過去５年の社会福祉施設の労働災害を事故の型別
にみると「腰痛」等の「動作の反動」が最も多く、全体
の約４割を占め、次いで「転倒」となっています。
さらに、「転倒」「腰痛」等を合わせた行動災害が
約７割を占めています(新型コロナを除く)。

（人）

介護施設において、転倒や腰痛等の「行動災害」が多発しています。
県内の介護施設の労働災害の約７割を占めている、転倒災害・腰痛災害の防止に取り組みましょう。
山梨県介護施設SAFE協議会は、行動災害の予防を労働分野の問題としてだけでなく、企業の経営問題、
国民の健康に関わる問題として捉え、行動災害防止のための好事例や問題点の共有、啓発資料の作成など
を通じ、県内の小売業における安全衛生に対する機運醸成を推進することを目的に活動しています。

休業見込日数別

労働災害による休業見込日数別にみると、「１月以上
３月未満」が最も多く、３月以上と合わせると、約半数
が休業１か月以上となっています。
転倒等の行動災害は軽く済むと思いがちですが、実
際は骨折等を伴う重篤な災害も多く発生しています。

山梨県介護施設SAFE協議会



ケガの程度
休業日数どうなったいかにして何が原因で

（何がきっかけで）何をしていてどこで

右腕の橈骨を骨折し
３か月休業した転んだ(倒れた)支えきれず利

用者と一緒に
倒れそうになった利用
者を支えたが支えき
れなかった

歩行器を使用す
る利用者を部屋
に誘導中

施設内の
廊下

尾てい骨を骨折し
１か月休業した転んだ滑った

脱衣室を出たところの
床がモップ掛けされた
ばかりで濡れていた

着替え介助中に
利用者の服を取
りに脱衣室を出
た

施設内の
脱衣室

右肋骨を骨折し
14日休業した転んだバランスを崩し

た
部屋を出るために振
り返った

利用者のベッド
脇のセンサーマッ
トが機能するか
試していた

施設内の利
用者居室

左腕の橈骨を骨折し
２か月休業した転んだバランスを崩し

た

車が利用者宅のプラ
ンターにぶつからない
よう中腰姿勢でプラン
ターを押さえていた

送迎者のバック
誘導をしていた

利用者宅の
玄関

右ひざ、右ひじを打撲し
４週間休業した転んだつまづいた機械浴装置から延び

ていた排水管
機械浴の上に置
いてあったビニー
ルを取ろうとした

施設内の
浴室

急性腰痛により
７日間休業した腰を痛めた移乗のため利用者を

抱きかかえた

ベッドに寝ていた
利用者を車いす
に移乗させようと
していた

施設内の利
用者居室

急性腰痛により
７日休業した腰を痛めた

中腰前傾姿勢で利
用者の頭部や腰部の
下に手を入れ体を枕
側へ引き上げていた

利用者をベッドに
寝かせていた

施設内の
静養室

腰椎負傷により
３か月休業した腰を痛めた

利用者が立位をとれ
ず転倒しそうになった
ため支えようとした

ポータブルトイレ
に座った利用者
をベッドに移乗さ
せようとした

利用者宅

● 転倒

● 腰痛



利用者・職員の
転倒・腰痛のない施設づくりのため
下記の対策に取り組みましょう

段差注意

作業場所の
整理整頓

危険箇所の
見える化

作業場所の
清掃 毎日の運動

手すりの
設置

滑りにくい
靴の着用

持ち物の
制限

一人介助の
禁止

ノーリフトケアの
推進

介護施設における腰痛予防対策の実施は、介護報酬の加算要件の
一つになっています︕詳しくはこちらをチェック︕



設備の改善

介護労働者が安心して働くために

職場環境の改善等のために、
エイジフレンドリー補助金
をご活用ください

歩きやすい︕

転倒・腰痛
予防体操

YouTubeで、転倒・腰痛の予防に役立つ
「いきいき健康体操」「レノファ健康・
元気体操をご覧ください

足を前に 足を後ろに

整理・整頓
清掃・清潔

厚生労働省のホームページ
で４S（整理・整頓・清掃・
清潔）の方法を公開してい
ます

見た目にきれいなだ
けでなく、つまづい
たり転んだりするこ
とも減りました

危険の見える化

厚生労働省ホームページで
「職場の危険の見える化実践
マニュアル」をご覧ください

危険の原因が誰から見
てもわかるので、事故
やケガが減りました

滑らず蒸れない靴
のおかげで快適︕

山梨県介護施設SAFE協議会
山梨労働局・山梨県・山梨県老人福祉施設協議会・全国健康保険協会山梨支部・
山梨県損害保険代理業協会・(公財)介護労働安定ｾﾝﾀｰ山梨支部・(株)やさしい手甲府

安心して
支えられる



● 腰痛災害防止 その他事例はこちらから→



● 転倒災害防止


